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1.はじめに 

本 書 は ZABBI X  1 . 4 の運 用 管 理 マニュアルです。よ り詳 細 な情 報 は、 ZABBI X マニュアル

( ht t p : / /www. zabbix. co m/manua l/v1 . 4 / )を参照してください。  

 

2.前提知識  (用語集 ) 

2.1.Host 

ZABBI X では、監視対象となるサーバやネットワーク機器のことを Ho st と呼びます。  

2.2.Item 

ZABBI X では、監視項目のことを I t em と呼びます。 I t em は Ho st ごとに監視項目単位で設定されて

おり、決められた間隔でデータを収集 ・保存し続けています。各 I t em の収集データは、90 日間取得

データがそのまま保存されていますが、90 日を越えて 365 日まではグラフ用のデータのみが保存され

ます。365 日を越えたデータは自動的に破棄されます。  

2.3.Trigger 

ZABBI X では、各 I t em に対 して障 害 を検 知 する閾 値 条 件 を設 定 することができ、その設 定 を

T r igger と呼 びます。T r igger は正常な状態で FALSE (閾値条件が偽 )、障 害が発生した場合に

T RUE (閾値条件が真 )、データが取得できていない、閾値条件設定が間違 っているなどの場合は

Unkno wn の状態になります。ZABBI X Web インターフェース上では、それぞれの状態は緑、赤 、グレ

ーで表示されます。下記に T r igger の状態と色の対応表を記載します。  

 

システム状態  Trigger 閾値条件式  Trigger ステータス  表示色  

正常  偽  FALSE   緑  

障害  真  T RUE  赤  

不明  - - - -  Unkno wn グレー  

2.4.Action 

ZABBI X では、各 T r igger で設定した閾値条件が真になった場合 (障害発生 )や偽になった場合 (障

害復旧 )に、メールを送付する、スクリプトを実行するなどの動作を行 うことができ、その設定や動作の

ことを Act io n と呼びます。  

3.ZABBIX Web インターフェースの利用方法  

http://www.zabbix.com/manual/v1.4/
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3.1.アクセス方法  

ZABBI X Web インターフェースがインストールされているサーバにアクセスできる作業 PC のブラウザか

ら、下記の URL にアクセスします。  

  ht t p : / /<ホスト名 >/zabbix  

3.2.ログイン /ログアウト方法  

3.2.1.ログイン 

上記の URL にアクセスすると下記の画面が表示されるため、指定されたアカウント名 とパスワードを入

力し E nt e r をクリックします。下記の画面が表示されていない場合は、メニューから [ Lo g in]をクリックし

ます。  

 

 

 

3.2.2.ログアウト 

メニューから [ Lo g in]をクリックし、下記の画面で中央にある「Pr ess  he r e  t o  d isco nnec t / r eco nnec t 」の

「her e」の部分をクリックします。  

 

 

 

3.3.基本的な操作方法  

ZABBI X Web インターフェースの画面上部には、2 列のメニューが常に表示されています。このメニュ

ーを利用して各機能の画面を表示することができます。  

 

 

 

また、各画面の左上には、Ho st グループ、Ho st、機能などを選択するためのドロップダウンが表示さ

れる場合があります。このドロップダウンを選択することにより、Ho st グループの絞込みや表示する

Ho st の選択などを行 うことができます。  
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3.4.本ドキュメントで使用するメニュー一覧  

本ドキュメントで使用する各メニューの一覧を下記に示します。  

 

1 列目  2 列目  機能概要  

Mo nit o r ing  Over view  稼動状況、監視データの一覧を表示する  

 La t es t  da t a  監視データの最新値を表示する  

 T r igger s  障害 /復旧状態の監視項目一覧を表示する  

 E vent s  障害 /復旧の履歴を表示する  

 Ac t io ns  障害通知の履歴を表示する  

 Maps  システムマップを表示する  

 Gr aphs  カスタムグラフを表示する  

 Sc r eens  複数のカスタムグラフを 1 画面に表示する  

Repo r t s  S t a t us  o f ZABBI X  ZABBI X サーバの状態を表示する  

 Ava ilabilit y r epo r t  稼働率を表示する  

 Mo st  busy t r igger s  

T o p  100  

障 害 /復 旧 が多 く発 生 している監 視 項 目 トップ

100 を表示する  

Co nfigur a t io n  T r igger s  障害検知の閾値を設定する  

Adminis t r a t io n  User s  ユーザとメールアドレスを設定する  

 Aud it  設定変更の履歴を表示する  

 No t ifica t io ns  障害通知数の履歴を表示する  

Lo g in - - - -  ログイン /ログアウトを行 う  

4.監視情報を閲覧する 

4.1.稼動状況、監視データの一覧を表示する  (Overview) 

メニューから  [ Mo nit o r ing ]⇒ [ Over view]をクリックします。この画面では、全 Ho st または Ho st グルー

プごとに、障害発生の有無、もしくは取得データの一覧を表示することができます。  

4.1.1.障害発生有無の一覧表示 
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T ype ドロップダウンから T r igger s を選択すると、稼動状況一覧を表示します。この画面では、複数サ

ーバの T r igger ステータスを一覧表示することができます。各項目の色は T r igger のステータスと関連

しています。  

 

 

 

4.1.2.監視データの一覧表示 

T ype ドロップダウンリストから Dat a を選択すると、取得データ一覧を表示します。この画面では、複数

サーバの最新の I t em データを一覧表示することができます。  

 

 

 



 

8  

Copyr ight©2000-2008 MIRACLE LINUX CORPORATION. Al l  R ight s  Rese rved .  

4.2.監視データの最新値を表示する  (Latest data) 

メニューから  [ Mo nit o r ing ]⇒ [ La t es t  da t a ]をクリックします。この画面では、Ho st ごとの最新 I t em デ

ータの一覧、 I t em ごとのグラフや履歴を表示することができます。  

4.2.1.Host ごとの最新 Itemデータ一覧を表示する 

Ho st ドロップダウンから Ho st を指定することで、最新 I t em データの一覧を表示することができます。

カテゴリごとに折 りたたまれている場合は、左にある「+」ボタンを押すことで広げることができます。  

 

 

 

4.2.2.Item ごとのグラフを表示する 

最新 I t em データ一覧表示の画面から、各項目の左にある「Gr aph」をクリックすることで、 I t em ごとの

グラフを作成することができます。  
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4.2.3.Item ごとのデータ履歴を表示する 

I t em ごとのグラフ表示画面のドロップダウンリストから、「Values  o f spec ified  pe r io d 」を選択することで

特定期間のデータを、「500  la t es t  va lues」を選択することで、過去 500 データを一覧表示することが

できます。  

 

 

 

4.3.障害 /復旧状態の監視項目一覧を表示する  (Triggers) 

メニューから  [ Mo nit o r ing ]⇒ [ T r igger s ]をクリックします。この画面では、障害が発生している監視項

目、直近に障害から復旧した監視項目の一覧を表示することができます。  

 

 

 

4.4.障害 /復旧の履歴を表示する  (Events) 

メニューから  [ Mo nit o r ing ]⇒ [ E vent s ]をクリックします。この画面では、過去に発生した障害と復旧の

履歴を確認することができます。  
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4.5.障害通知の履歴を表示する  (Actions) 

メニューから  [ Mo nit o r ing ]⇒ [ Ac t io ns]をクリックします。この画面では、過去に通知を行った履歴を

確認することができます。  

 

 

 

4.6.システムマップを表示する  (Maps) 
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メニューから  [ Mo nit o r ing ]⇒ [ Maps]をクリックします。この画面では、システムマップを確認することが

できます。システムマップ上では、障害が発生している Ho st は大きく表示され、付近に障害の詳細が

赤字で表示されます。また、障害が発生しているネットワークは赤い太線で表示されます。各ホストを

クリックすることで、そのホストの障害 /復旧状態の一覧を見ることができます。  

 

 

 

4.7.カスタムグラフを表示する  (Graphs) 

メニューから  [ Mo nit o r ing ]⇒ [ Gr aphs ]をクリックします。この画面では、あらかじめ設定しておいたカス

タムグラフを表示することができます。グラフ下の Per io d(期間 )や Mo ve(移動 )、もしくは直接日時を

指定することで、さまざまな日時、期間でグラフを表示することができます。  

 

 

 

4.8.複数のカスタムグラフを 1 画面に表示する  (Screens) 

メニューから  [ Mo nit o r ing ]⇒ [ Scr eens ]をクリックします。この画面では、複数カスタムグラフを 1 つの

画面に並べて表示することができます。  
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4.9.ZABBIX サーバの状態を表示する  (Status of ZABBIX) 

メニューから  [ Repo r t s ]⇒ [ S t a t us  o f ZABBI X ]をクリックします。この画面では、ZABBI X サーバの状

態、保存されている設定データ数を確認することができます。  

 

 

 

4.10.稼働率を表示する  (Availability report)  

メニューから  [ Repo r t s ]⇒ [ Ava ilabilit y r epo r t ]をクリックします。この画面では、T r igger ごとに今年の

稼働率を表示することができます。  
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4.11.障害 /復旧が多く発生している監視項目トップ 100 を表示す

る (Most busy triggers top 100) 

メニューから  [ Repo r t s ]⇒ [ Mo st  busy t r igger s  t o p  100 ]をクリックします。この画面では、設定されて

いる T r igger すべてのうち、もっとも障害が多く発生しているトップ 100 を、障害回数とともに表示する

ことができます。  
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4.12.設定変更の履歴を表示する  (Audit) 

メニューから  [ Adminis t r a t io ns ]⇒ [ Aud it ]をクリックします。この画面では、設定変更の履歴を表示

することができます。  

 

 

 

4.13.障害通知数の履歴を表示する  (Notification) 

メニューから  [ Adminis t r a t io n]⇒ [ No t ifica t io ns ]をクリックします。この画面では、特定期間に通知を

行った回数の統計を表示することができます。  
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5.設定を変更する 

5.1.監視対象機器の設定を変更する  (Host) 

5.1.1.Hostの監視を有効/無効にする 

1 .   [ Co nfigur a t io n]⇒ [ Ho s t s ]をクリックします。  

2 .  各 Ho st の St a t us の列にある「Mo nit o r ed」または「No t  Mo nit o r ed」をクリックすることで、監視の

有効 /無効が切 り替わります。もしくは、各監視対象の左のチェックボックスにチェックを入れ、下

にある「Act iva t e  se lec t ed 」「Disable  se lec t ed 」をクリックすることで、複数の監視対象を同時に

設定変更することができます。  

5.1.2.Host を追加する 

1 .  メニューから [ Co nfigur a t io n]⇒ [ Ho s t s ]をクリックします。  

2 .  右上の「Cr ea t e  Ho s t 」をクリックします。  

3 .  下記の画面が開きます。  

4 .   

 

 

5 .  下記の表を参考に、各項目を入力します。  

 

設定項目  備考  

Name ZABBI X 画面上での表示名を設定  

Gr o ups  所属するグループを指定  

New Gr o up  所属するグループを新規作成する場合は、グループ名を設定  

DNS name  監視対象にアクセスする際の DNS 名を設定  

I P  Addr ess  監視対象にアクセスする際の I P アドレスを設定  

Co nnec t  t o  監視対象にアクセスする際に、DNS 名と I P アドレスのどちらを利

用するかを選択  

Po r t  ZABBI X エージェントの場合は 10050 を設定  

SNMP の場合は 161 を設定  
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S t a t us  監視を行 うかどうかを選択  

L ink  wit h T empla t e  使用するテンプレートを選択  

Use  p r o file  チェックしない  

 

6 .  「Save」をクリックします。  

5.2.監視項目を有効 /無効にする  (Items) 

1 .  [ Co nfigur a t io n]⇒ [ I t ems]をクリックします。  

2 .  Ho st ドロップダウンリストから目的の Ho st を選択します。  

3 .  Disabled になっている I t em が表示 されていない場合は、Gr o up ドロップダウンの左に「Hide  

d isabled  I t ems」をクリックし表示させます。  

4 .  各 I t em の St a t us の列にある「Mo nit o r ed」または「No t  Mo nit o r ed」をクリックすることで、監視の

有効 /無効が切り替わります。もしくは、各 I t emの左のチェックボックスにチェックを入れ、下にある

「Act iva t e  se lec t ed」「Disable  se lec t ed」をクリックすることで、複数の監視対象を同時に設定変

更することができます。  

5.3.障害検知の閾値を設定する  (Triggers) 

1 .  メニューから [ Co nfigur a t io n]⇒ [ T r igger s ]をクリックします。  

2 .  Ho st ドロップダウンリストから目的の Ho st を選択します。  

3 .  設定変更 を行 いたい項 目 を確認 します。各 T r igger 項目の Name の先頭に薄いグレーで

「T empla t e_*** 」という文 字列が付与 されている場合 、その名称のテンプレートから継承 された

設定であることを表しています。その場合は、Ho st ドロップダウンからそのテンプレート名の Ho st

を選択し、目的の T r igger を修正する必要があります。テンプレートを修正する場合、そのテンプ

レートを利用しているホストすべてに影響が及ぶため注意してください。  

4 .  設定変更を行 う T r igger 項目の「Name」をクリックします。  
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5 .  下記の画面が開きます。  

6 .  「E xpr ess io n」の設定の最後に記述されている条件式を修正します。条件式に利用できる比較

演算子は下記に記載します。  

7 .  「Save」をクリックします。  

 

 

 

E xpr ess io n で利用できる比較演算子  

比較演算子  定義  

> 大なり  

<  小なり  

#  ノットイコール  

=  イコール  

 

5.4.システムマップを変更する  (Maps) 

1 .  [ Co nfigur a t io n]⇒ [ Maps]をクリックします  

2 .  表示されたリストから、設定を変更したいマップの列の右にある「E dit」をクリックします  

5.4.1.監視対象ホストを追加する 

1 .  「DI SPLAY E LE ME NT S」設定の右上にある「Add e lement 」をクリックします。  

2 .  下記の画面が開きます。  
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3 .  下記の表を参考に、各項目を入力します。  

設定項目  設定値  

T ype  Ho st を選択  

Labe l 表示名を設定。通常はホスト名を設定  

Labe l lo ca t io n  ラベル (ホスト名や状態 )を表示する場所  

Ho s t  表示するホストを選択  

I co n ( o ff)  通常時のアイコンを選択  

I co n ( On)  障害時のアイコンを選択  

I co n ( unkno wn)  不明時のアイコンを選択  

Co o r d ina t e  X  マップ上の X 軸の数値を指定  

Co o r d ina t e  Y  マップ上の Y 軸の数値を指定  

URL アイコンをクリックした際のリンク先 URL を設定。設定しない場合

は各ホストの障害 /復旧状態の監視項目一覧画面のリンクが使

用される  

 

4 .  「Save」をクリックします。  

5.4.2.ネットワーク接続を追加する 

1 .  「CONNE CT ORS」設定の右上にある「Cr ea t e  co nnec t io n」をクリックします。  

2 .  下記の画面が開きます  
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3 .  下記の表を参考に、各項目を入力します。  

 

設定項目  設定値  

E lement 1  始点となるアイコンを選択  

E lement 2  終点となるアイコンを選択  

L ink  S t a t us  ind ica t o r  コネクションのステータスを決める T r igger を選択  

T ype  ( OFF)  正常時の線の種類を選択  

Co lo r  ( OFF)  正常時の線の色を選択  

T ype  ( ON)  異常時の線の種類を選択  

Co lo r  ( OFF)  異常時の線の色を選択  

 

4 .  「Save」をクリックします。  

5.5.ユーザとメールアドレスを設定する  (Users) 

1 .  メニューから  [ Adminis t r a t io n]⇒ [ User s ]をクリックします。  

2 .  ユーザ一覧から、設定を変更するユーザ名をクリックします。  

3 .  下 記 の画 面 が開 くため、ユーザ名 、パスワードなどの変 更 が必 要 な場 合 は設 定 を変 更 し、

「Save」をクリックします。  

4 .  メールアドレスの修正 を修正する場合 、「Media 」の項 にあるチェックボックスにチェックを入れ、

「Dele t e  se lec t ed」ボタンをクリックして、不要なメールアドレスを削除します。  

5 .  「Media」の項の「Add」ボタンをクリックします。  
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6 .  下記の画面が開くため、「T ype」は E mail を選択し、「Send  t o」にメールアドレスを入力します。そ

の他の項目はデフォルトのまま変更しないでください。  

7 .  「Add」ボタンをクリックします  

8 .  前の画面に戻るため、「Save」をクリックします。  

  

 
 

6.付録  

6.1.設定ファイル・ログファイル  
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6.1.1.ZABBIXサーバ 

ファイル名  用途  

/ e t c / zabbix/ zabbix_ser ver . co nf  ZABBI X サーバの設定ファイル  

/ e t c / zabbix/ zabbix. co nf. php  ZABBI X Web フロントエンドの設定ファイル  

/ va r / lo g /zabbix/ zabbix_ser ver . lo g  ZABBI X サーバのログファイル  

6.1.2.ZABBIX エージェント 

ファイル名  用途  

/ e t c / zabbix/ zabbix_agent d . co nf  ZABBI X エージェントの設定ファイル  

/ va r / lo g /zabbix/ zabbix_agent d . lo g  ZABBI X エージェントのログファイル  

 

 

以上  


